
社会における自己のあり方を追究する公民学習の工夫

単元噛齢化社会と社会保障」の実践を通して

田靖

1.はじめに

公民的分野の学習は、現実の社会のしくみやあり方

を考える学習であり、それをもとに、その社会の一員

として自ら力斗士会とどのように関わりながら生きていく

かを考える学習である。しかしながら、授業の現状は、

教科書の内容を消化することが第一となり、知識の詰

め込み型授業となりがちなのである。そして、学習し

ている内容は自分たちが今現在、生きている社会であ

るにもかかわらず、その中に生きる人々の姿が見えて

こないものになってしまっているのである。

そこで、自分力斗士会の一員であることを自覚し、家

庭・地域・国家・国際社会といった自分を取り巻く

社会にどのように関わっていくか、社会の中で自己が

どうあるべきかを追究していく学習を進めていくことが

必要になってくるように考える。また、第15期中教審

の1次答申では、「変化に対応する能力の育成」の重

要性を述べ、それに対して、「問題を解決する資質や

能力」と「豊かな人問性」の 2・、を[生きる力]と

称しているのである。

こうした点を踏まえて、公民学習の新たな方向をめ

ざして、本県においても大きな課題となっている高齢

化社会の問題の実践化に努めることにしたのである。

くさし

現在わが国では、高齢化現象が加速度的に進んで

おり、それにともなって、図 1に示すような様々な問

題が引き起こってきている。こうした問題が、これから

さらに深刻化してくることは言うまでもないことである。

それでは、指導書には、この高齢化社会の問題がど

のように示されているのだろうか。内容の取扱いに次

のような視点が示してある。
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(1)ーア.(個人と社会)「・一我が国における高齢

化の進展とのかかわりで自己の生涯を通した生き

方について考えさせるよう留意すること。」

(2)ーイ.(国民生活と福祉)「・・我が国における

高齢化や都市化、産業構造の変化などの社会の

変化と関連させて指導するように留意トナること。・・・」

2 噛齢化社創の指導の工夫

高齢化社会と公民学習

高齢化社会の問題

①

図1

さらに、(2)ーイ.(国民生活と福祉)のところには、

次の2つのことが述べられている。
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「社会保障の充実」については、「・一財政収支

の学習や高齢化社会の進展に伴う諸問題との

関連に留意しつつ,これからの福祉社会の目指

すべき方向について考えさせる。」
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一方、生徒は21世紀の超高齢化社会の到来に対し

て、言葉は知っているものの、高齢化先進県に暮らし

てぃるといった実感はほとんど持っていないというのが、

現実である。というのも、ほとんどの生徒が祖父母と

は暮らさず、遠くからお年寄りを眺めているからでは

なかろうか。また、大きく変化する社会の中で、生徒

自身が自分の将来について見通すことができずに、ラ

イフサイクルというものが持てなくなっているというと

いうこともその原因の1つにあげることができるのでは

なかろうか。こうして、生徒にとって高齢化社会とい

うものが、何やらお題目にすぎず、自分のこととして

とらえることのできないものになっているようである。

さらに、生徒たちは、わが国の財政事情も社会保障

の今後についても知らず、ただ、昨年の消費税アツプ

だけが自分にとっての問題・怒りとなっているのである。

②高齢化社会を扱う視点

・地域社会の高齢化

・老人福祉の充実

・労働人口の高齢化
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それでは、実際に高齢化社会を取り扱う上で、どうい

う点に視点をあてていったらよいのか、高齢化社会の問

題が引き起こってきた背景を検討してみることにする。

図2 高齢化社会の問題が起こってきた背景
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図2にあげたように、戦後日本の民主化・工業化、

そして高度経済成長によって、社会のしくみが大きく

変化するとともに、個人の考え方や古くからの家族観

も大きく変化してきているのである。この「社会の変

化」と「個人(家族)の変化」とが、複雑に絡み合

い、強め合いながらこの問題を大きな「社会問題」と

して発展させ、深刻化させていると言えるのではなか

ろうか。さらに、バブル経済の崩壊以後の日本経済の

悪化がこの問題に、拍車をかけているのである。そし

て、こうした問題の中で問われているのが、「生きかい」

など、人としての「生き方」の問題なのである。

このような高齢化が、急速に進展する社会の中を生

き抜いていく生徒たちにこの問題を扱う上で、次の5

点に視点をあてていきたいと考える。

①多角的な視点から高齢化をとらえさせる。

・高齢化社会の現状や将来への展望を明らかにさせ

る。

高齢化社会のかかえる問題やその背景を明らかに

させる。

高齢化社会に対する様々な取り組みと考え方

(諸外国も含めて)を紹介する。

②自分自身の問題として高齢化社会をとらえさせる。

身近で具体的なことがらからこの問題を考えさせ

る。

多様な生き方・考え方や社会のしくみに触れさせ

る。

自分自身のライフサイクルや社会のあるべき姿を

模索させる。

③「個人(家族)の問題」と「社会の問題」のど

ちらかに重点を置くかを明らかにさせる。

単元「個人と社会」で取り扱う場合には、「個人

(家族)の問題」に重点を置く。

単元「国民生活と福祉」で取り扱う場合には、

「社会の問題」に重点を置く。

老人の埼加一若客の瓢少
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田
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と主

社会と個人(家族)とのかかわりを考えさせる。

④老人をはじめとして、社会的に弱い立場にある人

を大切にしようとする心を育てる。

家族としての各々の役割や義務を意識させる。

社会としての責任に目を向けさせると同時に社会

の一員としての自覚を持たせる。

一人ひとりの持つ「人権」と「生きかい」を大切

にさせる。

⑤多様な体験や表現活動の場を提供し、社会や他

人との関わりを深めさせる。

様々な立場の人や福祉の充実のために活動してい

る人々に出会わせる。

調査・発表活動が協力して行えるように、役割を

明らかにさせる。また、単なる自己主張に終わら

ないように、相手の意見のよい点を尊重させる。

③公民的分野の学習全体での位置づけ

高齢化社会の学習は、中項目として設けられている

わけではなく、どのように学習を組み込んでいくかが

課題である。特設単元を設けて集中的に学習していく

方法も考えられるが、この問題は、個人の考え方の変

化、社会の変化、そして、一人ひとりの生き方・考え

方や社会のあり方にかかわっており、それはまさに、

公民的分野の学習全体にかかわっているということが

できるのではなかろうか。したがって、前項であげた5

つの視点を踏まえながら、学習を積み重ねていくこと

が大切だと考える。その中で、高齢化社会に視点を置

く中核単元を設け、視点を変えながら、繰り返し学習

を深めていくことが必要ではなかろうか。

高齢化社会に視点を置く重点単元として、次の3

つの単元を考えた。そして、それぞれ違った視点を持

ちながら学習を深めていくよう構想、した。①ーア.「個

人と社会」においては、「個人(家族)の問題」を、

伐)ーイ.「国民生活と福祉」においては、「社会の問題」

を、そして、(3)ーア.「人問尊重と日本国憲法」では、

全体を総括し、「人間尊重の精神」を視点に高齢化社

会をとらえようと考えた。

そして、今回の実践は、他)ーイ.「国民生活と福祉」

の中に位置づけ、「社会の問題」に重点を置いて学習

を展開していくものとする。それはまた、今後の租税

や社会保障のあり方、シルバー産業など経済的・政治

的な課題であり、高齢者なと才士会的に弱い立場に立た

されている人々の人権の問題でもあると考える。こう

した人々の立場に立って、考え、共に生きょうとする

姿勢は、これからの社会を築いていく上で大切な考え

方になると確信している。

さらに、この学習は、多角的な追究を可能にすると

住宅・田墳の問■

社会の窒化

近所づ含あ、

の喪失

老人のhめの

躍牲・股傭の不足
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ともに、様々な体験・表現の場を提供してくれる。ま

た、将来のわが国のあり方や自分自身のあり方を問い

かけるものであり、社会や他人との関わりまで見つめ

直させるのである。

本単元「高齢化社会と社会保障」の実践は、平成

9年6月~10月、 3年生4 クラスで行ったものであり、

次のような指導の工夫を考えた。

<授業の視点と指導の工夫>

0内容(題材)的な視点

a.急激な高齢化社会の到来と社会保障の現実と

そのあり方について(政治的な視点から)

b.官と民との高齢化に対する対応と協力(経済

的視点から)

C.高齢化に対する町づくり、人づくり(さまざま

な隙間をうめるものとして)

0方法面からのアプローチ

ア.主体的な追究を大切にする

「大きな国家」か「小さな国家」か

自己目標の設定と自己評価の実施

イ.多方面からの情報収集とメカニズムの解明

夏休みの調査学習、発表会

ウ.意志決定の場の設定

他国や他市町村の取り組みと町づくりへの提

案発表協議会

エ.友達や社会との関わりを大切にする

租税教室からの導入

中学生(自分自身)にできること~行動化、

社会との関わり

なお、上記の諸点が相互に関連し合って、有効に

作用することは言うまでもないことである。

社会における自己のあり方を追求する公民学習の工夫

表・討論学習の経験は、社会科だけでなく全教科、

選択・総合学習の中で意識的に進めており、社会や

友達など他との関わりを社会のシステムの中で深め、

自己の在り方を追究する学習を好む生徒が多い。しか

し、頭のなかで考えたことを実際に行動として表すこ

とは、難しいことである。

そこで、他の市町村の取り組みを参考に町づくりへ

の提案発表協議会を計画しようと考えた。そして、自

分たち中学生が、高齢化社会とどのように関わってい

けぱ'よいのか、「幸せな老後を築くために一日本の福

祉のあり方一」ということで、この課題と関わり合う

提案を行わせていこうと考えたのである。最後に、そ

の提案を受け、今、中学生にできることということで、

体験報告でこの単元を締めくくることにした。また、

この単元全体を通して、生徒自身による主体的な追

究をめざして、自己目標の設定と自己評価の実施を

試みたのである。

①単元の目標

0 多様な体験や表現活動を通して、高齢者など

社会的に弱い立場にある人々と共生していこうと

する気持ちと高齢化社会に進んで関わっていこう

とする意欲や態度を育てる。

0 わが国の急速な高齢化にともなう社会保障の現

状や課題、将来への展望を「社会の問題」に重

点を置きながら、自分自身の問題として多角的な

視点からとらえることができる。

②指導計画(全8時間)

<第1次>財政のしくみと高齢化社会の到来の影響

・-2時問を知ろう

0租税教室から財政のしくみをつかむ

0高齢化社会の到来とその影響について考える

(本時の学習1 2/2)

<第2次>調査を行おう・ーーーー・ーー1時間十夏休み

0調査対象の分担と調査計画の立案

0調査の実施と検討

<第3次>調査をまとめて、発表会を開こう

3.単元隔齢化社会と社会保剛の構想

社会との関わりを持ちながら、高齢化社会の中に自

分の問題を見つけていくために、租税教室を単元の導

入として取り上げることにした。そして、我が国(特

に島根県)が迎えている超高齢化社会に対して、政

治的・財政的にどの様に対処していったらよいのか、

我々が今後めざすのは、「大きな国家」(国力幅祉の中

心となる)なのか、それとも「小さな国家」(福祉は

個人の責任で)なのかということで、あらゆる方向か

ら追究することにした。

さらに、 1年時には全生徒が総合学習の中で、「福

祉」をテーマに老人や障害を持つ人たちとの交流やポ

ランティア体験の何かを経験しており、この学習を進

める上で、大きな力になると考えた。また、調査・発

0相手に分かる発表の準備

0発表者の立場に立って、話を聞く(発表会・2時間)

<第4次>「幸せな老後を築くためには」どうしたら

よいのか、考えよう

・2時間十課外

(本時の学習2 2/2)

話し合う

0多様な取り組みを知る

0提案発表協議会を開き、

0自分の取り組みを考える
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③目標分析

学習問題

財政のしくみ

と高齢化社会

の到来の影響

を知ろう
2

0租税教室から財政の

しくみをつかむ

0高齢化社会の到来と

その影響について考

える

習活動

調査を行おう

田

調査をまとめ

て、発表会を

開こう

0調査対象の分担と調

査計画の立案

0調査の実施と検討

3

靖

関

税や財政に興味

を持ち、高齢化

社会の到来の影

響を考えようと

する

観

.育髭

2

'電:.、

0相手に分かる発表の

準備

0発表者の立場に立っ

て話を聞く

「幸せな老後

を築くために

は」とうした

らよいのか、

考えよう

十

占
'.、、

思考・判断

意欲的・協力的

に調査活動を行

おうとする

④本時の学習1

①目標

0 わが国が抱える財政上の課題や超高齢化社会の到来に興味を持ちながら、それが国民生活や財政に及

ぼす影響に気づくとともに、両者を関係づけることができる。

②本時の展開

0多様な取り組みを知

る

0提案発表協議会を開

き、話し合う

0自分の取り組みを考

える

別

技能・表現

目標を持って、

発表会に臨もう

とする

目

調査した相手の

立場に立って、

考えることがで

きる

分

桓

高齢化社会の到

来に対して、前

向きに考えよう

とする

5

知識・理解

わが国の財政や

社会保障の現状

を理解する

学習活動と予想される生徒の反応

調査計画を^・

実施し、その見

直しを行おうと

する

わが国が抱える財政上の課題を発表する。

国債残高の増加による財政への圧迫

高齢化や財政収入の安定のための消費税率のアップ

高齢化社会の進展にともない、若者の負担が増加し

てくる

自分なりの対策

を持ち、わが国

の進むべき道を

見つけ出すこと

ができる

調べたことを相

手に分かりゃす

く発表すること

ができる

10

老人福祉の現実

と課題を理解す

る

2.財政収入の不足を補い、様々な事業を行うために政

府がどのような方法をとっているのか説明を聞く。

財政投融資

3.歳出に占める割合を伸ばしている社会保障関係費と

はどのようなものか調べる。

公的扶助・社会保険・社会福祉・公衆衛生

10

自分なりの考え

や取り組みを、

自分の得意な方

法で相手に伝え

ようとする

10

留意

他国や他県の取

り組みを知り、

自分のプランづ

くりの参考にす

ることができる

4.超高齢化社会の到来は財政を中心として、我々の生

活にどのような影響を及ぼすか、話し合う。

・財政の危機を招き、税金が高くなる

・家庭で面倒を見られないケースが増える

・老人の虐待がおこる

教師の支援と

0どこが問題なのかを明らかにするために、

国債の発行や消費税アップをしてはいけ

ないのか尋ねてみる。

04つの柱を明らかにするために、生徒た

ちにも関わりがあるような事例を用意す

る。

占
'●卑、

0超高齢化社会の到来と財政との関連をつ

かみゃすくするために、板書での構造化

を図る。

-26-

岩

意
学

課
外

時
数

十
夏
休



10 5.「幸せな老後を築くためにはー・」、 2 つの意見(rA

大きな国家」か「B小さな国家」か)のどちらを自分

は選ぶか、発表する。

A~・国家の責任・自分たちもいずれは

個人では貧富の差が出る

B~・税金のアップはダメ・個人の責任

企業の競争でよいサービスを

社会における自己のあり方を追求する公民学習の工夫

5 6.本時の感想や今後の計画、調査対象や内容について

のワークシートを記入する。

③評価の観点と方法

0 超高齢化社会の到来が国民生活や財政に及ぽす影響を指摘できたか。(発言、感想)

0 「幸せな老後を築くため」の2つの意見(「大きな国家」か「小さな国家か」)に対する自分の考えを

持つことができたか。(発言、ワークシート)

⑤本時の学習2

①目標

0 「幸せな老後を築くために」は、社会システムや町づくりをどうしていったらよいのか、行政・住民

企業の3つの視点から考えるとともに、中学生としてできることを話し合い、自分のしてみたい活動を

見つけることができる。

②本時の展開

0 「国民一人ひとりを大切にする社会を築

く」という視点を尊重する。

5

学習活動と予想される生徒の反応

1.前時までの学習を振り返り、本時の学習のねらいを

明確にする。

超高齢化社会に対応するための問題点

「大きな国家」か「小さな国家」か

「幸せな老後を築くために」は、どのようなプラン

を立てたらよいのか

15 2.各班が立てたプランを発表し、それぞれに問題はな

いか話し合う。

助け合う社会

みんなでがんばるボランティア

ふれあいで築いていこう幸せな老後

新時代共に生きょう・助け合おう

心に愛の灯を

やりたいことを老後も

ダメ!老人の一人ぽっち

助け合えるまちづくり

お年寄笑顔のあふれる町づくり

3.各グループのプランに共通する点や他の大切だと思

うことを発表する。

お互いの助け合い(行政・企業・住民)

地域住民のボランティアネットワーク

お年寄りの生きがいとふれ合いの場

施設設備の充実やへルパーの増員

教師の支援と留意

0超高齢化社会の到来による問題点を思い

出すために、今までの学習や調査結果を

整理する。

15

0自分たちが考えたプランを分かりゃすく

伝えるために、画用紙に要点をまとめる

とともに、そう考えた理由を述べる。

占
'.、、

03つの立場(行政・企業・住民)とそれ

らの連携の必要性を明らかにして行くよ

うに、板書を工夫する。
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10 4.中学生の自分たちにもできることはどんなことか話

し合う。

ボランティアに進んで参加する

・近所のお年寄りに声をかける

老人ホームや公民館のミニサロンに出かける (話し

相手や特技の披露) etc

5.自分のやってみたい活動を考える。5

③評価の観点と方法

0 「幸せな老後を築くため」のプランのポイントカ斗巴握できたか。(発言、ワークシート)

0 中学生の自分にもできることが、見つけられたか。(発言、ワークシート)

田

4.実践と考察

前項の構想にしたがって授業実践を行ったわけであ

るが、 2 -(2)で述べた5つの視点に基づいて構想した、

2 -(3)の方法面からのアプローチの4点について具体

的に実践を紹介し、考察を加えてみたいと思う。

①主体的な追究を大切にする

生徒たちが、この高齢化社会の問題を身近に感じ、

自分の問題として追究していくために、超高齢化を迎

えようとする今、財政危機を抱える日本にとって「幸

せな老後を築くためにはー」めぎす方向はどちらなの

かとして次の2つを提示した。

靖

0具体的活動をイメージするために、資料

を提示したり、周りの生徒と相談したり

する。

0活動への意欲づけのために、身近なこと

から取り組むように伝えたり、具体的な

相談先を知らせたりする。

A~たとえ税金を上げてでも、国が責任をもって

幸せな老後を保障すべきである。(「大きな国家」)

B~これ以上の増税は許せない。個人の責任で

自分の老後を考えれぱ'よい。(「小さな国家」)

授業の話し合いの中では、 Bの「小さな国家」を選

ぶものは1割程度しかいなかったものの、授業最後の

プリント記述によれぱ、「大きな国家」が約 7で「小

さな国家」が約3割というところであった。それぞれ

の代表的意見は、次の通りである。

国の存在意義とは、こうした時に発揮されるの

である。

家族など身寄りのない人は、だれが支えればよ

いのか。国に頼るしかない。

憲法に保障されている権利である。

貧富の差て老後が決まることはいけないと思う。

ヨーロッパの国々だって、やっていっているの

だから、日本だって大丈夫。

A 「大きな国家」

いずれは自分も高齢者となる。

一人で背負い込むより、みんなで協力した方

がよい。

障害を持つ祖父やその家族を見ていると、世

話や経済的な面がたいへんなので、国がもう

少しお世話をしてくれたらと思、う。

個人の負担にも限度がある。

今まで頑張って国や私達を支えて下さったの

だから、今度は自分たちが支える番だ。

B 「小さな国家」

国の現在の財政状況では、これ以上の高齢者

福祉に対する保障は無理である。

国としてのこれ以上の支出は、将来的にまた新

しい問題をつくる可能性がある。

自分の人生、余生を自分で考えることが大切

である。

国に頼ってぱ'かりいて、何もしない人が現れる

と頑張った人との間に不公平が生じる。

Aの「大きな国家」だと若者の負担が大きくな

りすぎて、不満がつのる。

現在の国の状況では、頼ることができないので

はないか。

このそれぞれの考えを裏づけるための調査に出かけ

るのである。そして、調査やそれぞれの発表を通して、

自分の考えが揺らいだようである。ある女子生徒(H

女)は、調査後(老人ホーム)には、
r

老人ホームに入所するのには、すごく順番を待

たなければいけなかったりして、大変なことなのが

分かった。また、入所したくてもできない人たち

がたくさんおられるということも分かりました。さ

らに、費用が1力月30万円も必要だと聞きました。
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これが、個人で負担することになれば大変なこと

になると思、うので、大きな国家の方がいいと思い

ます。

と述べていたものの、発表会後の感想では、
广

お年寄りの方みんながみんな、大きな国家を望

んでいるわけではないことを知った。シルバー人

材センターやボランティアセンター、公民館など

自分で働いたり、趣味を見つけて活動したりとか、

自分で活動できる人たちにとっては、国からの年

金で満足するよりも自分達の生活を築いていった

方がし、いのかもしれないなと思った。

社会における自己のあり方を追求する公民学習の工夫

といろいろな方向を考え始めていた。また、 T女は調

査終了後にこんな感想を述べている。

私は、この調査をするまでは「絶対に大きな国

家がし、い。国に面倒を見てもらおう。」と思って

いました。しかし、調査でゴールドプランの現状

などを知り、少し不安になりました。もしかした

ら、国の対策が追いつかないということが起こり

そうな気がしたからです。

中には、この「大きな国家」か「小さな国家」かと

いう問題について、次のように考える生徒が数多く見

られるようになってきた。

にとっても、それを支える若者にとっても夢と生きが

い、そして、安心が持てる社会を築いていくことが大

切だということに生徒たちは、気づいてきたようである。

この、「大きな国家」か「小さな国家」かという課題

は、生徒たちに高齢化社会を家族を中心にした感情

的な老後のあり方ではなく、社会のシステムとしての

あり方を追究させることにたいへん役立ったと感じて

いる。また、調査を行う中で、自分たちの役割やでき

ることをみつけようとする生徒や自分の家族のことを

今一度振り返ろうとする生徒が多数見らオしるようになっ

てきたのである。そして、「幸せな老後を築くためには」

という次なる課題を設定することができたのである。

さらに今回、生徒たちが自分自身の問題を見つけ主

体的な追究を促すために、自分自身の学習計画を立

て、自己目標を掲げることを試みてみた。その有効性

や成果について、検証することができないものの、こ

れからは、こうした取り組みが大切になってくるように

感じている。またそれは、自己目標の設定と同時に、

自己評価(自己への振り返り)が大切になってくるの

である。さらには、相互評価を取り入れて、自分自身

のよさや現状というものをしっかり把握していくことが

大切だと考える。こうした自己目標の設定や自己評価

などを通した学習計画の立案ということは、一朝ータ

にできるようになるものでもなく、 3年間を通しての

地道な積み重ねが大切になってくることは、言うまで

もないことである。それでは、今回使用した学習計画

表を載せておくことにする。

資料1 「高齢化社会と社会保障」学習計画表

广

0僕たちが大人になるころには、確実に超高齢化

社会がくることは避けられない。もっとみんな

が、そのことを把握する必要があると感じた。

「大きな国家」か「小さな国家」かではなく、

誰もが国から福祉を受けられる、それが大事だ

と思、う。そのためには、「大きな国家」と「小

さな国家」の考え方のバランスをとることが必

(0男)要だと思、う。

0私は、「大きな国家」と「小さな国家」の両方

が必要だと思う。自己負担といっても本当に負担

になるような負担はダメだと思うし、将来、国

の財政力鞁綻しても困る。それに、それぞれの

いいところがあるので、バランスよく2つをミッ

クスすることが、大事だと思、う。そして、高齢

者の多様な二ーズに答え、高齢者が生き生きと

過ごせる環境を整えていくことが何より大切だ

(K女)と思う。

,」

結局のところ、超高齢化社会の到来を考える中で、

「大きな国家」がよいのか「小さな国家」がよいのかで

はなく、それぞれがバランスを持って充実し、高齢者

※学習への取り組みや友だち
体的に書きましょう!

r高酌化社会と牡会保陣」

時 学習内容 めあて

(■)組(好)書氏名(僕゛心、)
学暫計周表
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②多方面からの情報収集とメカニズムの解明

超高齢化社会の到来に対する福祉の現状や人々の

意識を探り、そこから、わが国のめざすべき方向は、

「大きな国家」なのか「小さな国家」なのかを考える

ために、次のようなところへグループになって調査に出

かけた。調査の実施は夏休み中とし、グループ編成に

ついては、自分が行ってみたいところで編成した。

<調査場所>

①県庁・市役所

②社会福祉協議会十デイサービスセンター

③老人ホーム

④公民館+老人会

⑤シルバー人材センター

⑥ボランティアセンター

⑦いきいきプラザ十介護器具メーカー

⑧消費者センター

⑨保険会社

※共通調査として、一般家庭・市民への調査を実

施した。

<調査内容>

0高齢者福祉の現状と問題点

0それぞれの努力点と今後の方向

0社会保障・高齢者福祉に対する意識

0 「大きな国家」か「小さな国家」か

資料2 「幸せな老後を築くために」調査計画

田 靖

この調査を終えた生徒たちは、次のような感想を述

べている。
r

0うぐいす苑を訪ねたり、老人福祉や老人介護に

ついての書物を読んでみると、こんなに?!と思、つ

てしまうほど、その現状がヒドいものであること

を知らされました。それらの問題への国の対応、

個人の対応はどうあるべきなんだろう・ー・と深

く考え込んでしまいます。(1女・老人ホーム)

0僕は、福祉のもう1つ別な面を発見したような

気がした。老人の福祉というと介護に関する問

題だけのように思っていたが、そうではなく、

元気で健康な老人の存在も大きいことに気付い

た。そういう老人もたくさんいるので、対策を

忘れてはならないと思った。健康なお年寄りた

ちは、まだ社会で活躍したい、積極的に生きた

いと願っておられる。この社会で、お年寄りたち

が十分に活躍できる場はあるのだろうか、とふ

と疑問に感じた。(F男・シルバー人材センター)

0私が思っていたことより、たくさんのことが行

われていました。例えば、ホームヘルプでも、

長期のものから短期のショートステイと呼ばれ

るものまで、相手を考えて対策が立ててありま

した。でも、いろいろな対策や考えを持ってい

ても、それを実行できるだけのボランティアを

してもらえる人には、限度があることも知りま

(F女・社会福祉協議会)した。

0高齢者の方だけでなく、若い世代にも様々な問

題があると分かった。センターを頼らず、私達

自身、よりょい消費者をめざすことが、必要と

されている。高齢者に優しい社会を築くことが

必要だと思、つた(企業側も考える)。

(T女・消費者センター)

0僕は、あまりボランティアに関心とかもなかっ

たし、たいして知らなかった。でも、今回の調

査で、詳しくボランティアについて知ることが

できた。 1番心に残ったのは、ボランティアの

人数が足りないということだった。また、困っ

た人力刊、て、ボランティアを頼みたくても、セ

ンターの存在を知らないため、そのままになっ

てしまうこともあるそうだ。もっと:ボランティ

アセンターの存在をアピールしていくべきだと

思う。そして、僕たちがもっと関心を持ち、ボ

ランティアの意識を高めていくことが大切だと

(K男・ボランティアセンター)思う。

0高齢化・高齢化と騒いでいるわりには、国民

<メンバー>

班長

班貝

「幸ゼな老後を築くために」調査計画

<榔査対魚>

生命保険会紅

<詞査時期>

ワ月中ド胴査

0 府一佳命
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一人ひとりがやっている協力や対策っていうの

が、本当に少ないと感じた。「大きな国家」

「小さな国家」など考える前に、本当に自分で

きることをやっていった方力丸、いと思う。

(T男・いきいきプラザ)

0社会保障(老人福祉)について、全くといっ

てぃいほど知らなかったので、高齢化のピーク

に向かっている今、いろいろな対策がとられて

いる事も知りませんでした。これからのために

たくさんの案を出してサービスや施設を増やし

たりするのは良いことだと思いますが、調査で

分かった都市部と山間部との格差については、

見直さなければいけないと感じました。また、

中学生にできることについて、はじめから"何

もできない"と思っていましたが、身近にもで

きることがたくさんあったので、手紙などを出

してもいいなと思、いました。

(S女・県庁、市役所)

0高齢者の方は、「大きな国家」で支えて欲しい

と思う反面、若者に負担をかけたくないと思っ

ておられることが分かりました。また、「小さな

国家」を支持している人たちは、国に任せると

一人ひとりの自由がきかなかったりすると考え

ておられました。でも、高齢者の方々には、意

外と楽しみにしていることが多く、孫や子ども

社会における自己のあり方を追求する公民学習の工夫

との関わりといった心のふれあい・家族との生

活を望んでおられる方が多かったです。そう考

えると、「小さな国家」の方が良いのかもしれ

ないと思いました。(T女・公民館、'老人会)

このように、調査の場所によって様々な気付きを生

徒たちは持ったようである。そして、いずれの場所に

おいても、高齢化社会の到来とその対策や課題を自分

自身にとって、切実なものとして受け止めるようになっ

ている。また、調査を実施するにあたって、「大きな国

家」か「小さな国家」かという課題は、調査の方向を

生徒たちに明確に与え、焦点を持った調査を可能にし

たといえるのではなかろうか。

この調査を通して、多くの生徒たちは、次のような

感想を持つようになったのである。

資料3 発表会資料プリント
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1番思ったのは私たち中学生は何力§できるC)かー・ー

ということでした。 J R Cに入ってボランティア

活動に参加することなど考えましたが、最後には

やっぱりお年寄りの心の支え・話し相手になるこ

とだと思いました。口で言うのは簡単ですが、行

動に移すのは難しいことです。それをするのが私

たちの役目なのではないでしょうか。(S女)
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さて、調査によって様々な意識を持った生徒たちに、

共通の知識や情報・願いを持たせていくために、発表

会を実施したのである。資料3のような、資料プリン

トをもとに、各班が発表したのである。その発表を聞

いて、生徒たちは次のような感想を持ったのである。
「ー

0調べた場所によって、考えが違っていた。「大

きな国家」「小さな国家」それぞれにメリット

デメリットがあるからだと思う。そして、調査

した場所によって、その一方が強調されるから

こういう結果になったと思、う。だから、それぞ

れの考えを聞くことが、画一的な考えにならな

(T男)いでいいと思った。

0私たち力湖べきれなかった分まで知ることがで

きた。特に驚いたのは、高齢者の方が、私が思っ

ていた以上に多くの問題を抱えていることでし

た。これから、高齢者の抱える問題を真剣に考

( F女)えていくべきだと思、いました。

0似たような課題で調査したのだから、きっとど

こも同じ様な結果になるだろうと思っていたが、

その考えは大きくはずれた。みんないろいろな

視点から見ていて、「こんな事も起こっていたの

か。」「こんな考え方もあるのか。」と関心させ

られっぱなしだった。 (N男)

0みんなの意見を聞いていくうちに自分で考えて

いたことがよく分からなくなった。「大きな国家」

派のいうことも分かるが、「小さな国家」派の

いうことも分かる。でも、どちらにも欠点があ

る。「大きな国家」の場合、税金を払えない人も

いるわけだし、レトさな国家」といっても、個

人の責任で老後を築いていくのも限度があると

思うしー・ー。だから今は、いまのままでやって

いかないと、なりたっていかないと思う。(T男)

0けっこう他の人の感想を聞いたりすると「小さ

な国家」から「大きな国家」に変わったという

人が多かったですが、私は逆です。これからだ

んだんと年金なども減ってくるかもしれないの

で、ある程度は自分で持っておいた方が良いと

思いました。また、「世話をかけたくない」とい

うぉ年寄りの方々の願いでもあるからです。

(S女)

0最後の一人ひとりのコメントを聞いて、人によっ

て考え方がそれぞれ違うなと驚いてしまった。

僕は、「大きな国家」で幸せに過ごしたいと思っ

ていたけど、みんなの意見がしっかりしていた

ので考え力嘱れに揺れてしまった。僕たちが調

岩 田 靖

べ足りなかった大切な点とか力棚査されていて、

考え力嘱れながらも深まっていった。(1男)

0たくさんの意見を聞いて、「大きな国家」では

メリットとしてお金の負担を人々にかけすぎな

いということ、反対にデメリットとして、高齢

者の一人ひとりにうまく介護が行き渡るのか不

安があった。一方、「小さな国家」では、細か

な世話は行き届くであろうが、それが全ての人

には行き渡らないかもしれないということがあげ

られます。これからは、この 2つの関わり方が

大切になってくると思Nぽす。松江の福祉につ

いても、進んでいたとはいえ、とても行き届い

ているとはいえないこと力巧M町ました。デイサー

ビスとか、もっといろいろな施設やサービスが

大切だと感じました。 (T女)
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このように、他の班の発表を聞いて自分が調べたこ

ととは異なった事実や気付かなかった視点を得ること

ができたのである。そして、今までの自分の考えを見

直していかざるを得なくなったのである。そのために、

「大きな国家」と「小さな国家」のメリットとデメリッ

トとをお互いに検討するとともに、現在のわが国の現

状とこれからの未来予測とをしっかり働かせていった

のである。こうして、はじめは単なる願いや理想から

の意見だったのが、しっかりとした数値や納得させる

理由からの主張へと生徒たちの意見が深まっていった

のである。

そして、「大きな国家」なのか「小さな国家」なの

かではなく、この両者を有効に働力H士ていくためには、

どのような社会のシステムを築いていくことが必要なの

か、という問題意識へとステップアップするのである。

まさに、社会のメカニズムの追究を起点にし、自分の

願いを基にした問題解決への提言へと進むのである。

③意志決定の場の設定

調査・発表会を終えて、いよいよ「幸せな老後を築

くためには」という課題のもと、お年寄りが幸せに暮

らせる社会の実現のためには、どんなことが必要なの

かを提言することになったのである。しかし、現段階

の生徒たちにはまだ、イメージらしきものはあるものの、

こうした提案を行うためには、それを具体化したりトー

タルで考えていくモデルや情報力玩く足しているのである。

そこで、福祉の充実している北欧の国々の様子やわが

国や島根県の市長村の中から具体的な取り組みの様

子をVTRやTP、プリントで紹介することにした。

そして、各自の意見をもとに、調査班の提案を行った

のである。



資料4 授業プリント「幸せな老後を築くためには・・・」
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自分たちの考えを相手に分かりゃすく伝えるために、

aキャッチフレーズ、 bサブタイトル、 C 具体的方策

(3つ程度、中学生にできることも考える)を各自が

考え(資料4)、それをもとに調査班ごとに話し合い、

班の提案を画用紙にまとめ、「提案発表協議会」を開

催することにした。

各班の提案の主なものは、次の通りである。

<キャッチフレーズとサブタイトル>

世代を越えてLet's try !

ーめざせ近づけスウェーデン精神一

・高齢者の笑顔が輝く町

一高齢者力顎極的に活動できる町づくり

一人一人が助け合う社会

ーボランティアと税金で福祉を充実一

Happy Every Laugh Life open !(HELLO !)

一地域の活動と福祉一

ふれあいで築いていこう幸せな老後

一公民館単位の助け合いー

・お年寄りの笑顔あふれる町づくり

ーはげましあい・ささえあい・よろこぴあいー

趣味をもち交流を深め目的を探せる社会づくり

一人との交流や活動の場をふやすー

・みんなでがんぱるボランティア

ーー人一人にできることをさがすー

・みつめようこれからの未来地域とともに
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一地域が一体となって老後生活を考えるー

・地域住民ネットワーク

ーー人一人の立場を大切にー

・自分のことは自分でやろう!

自助努力を始めよう

・ボランティア交流社会

ーボランティアみんなで高齢化とむきあおう

<具体的方策>

1.ボランティアの制度化(21)

時間貯蓄、学校必修、会社研修 etc

2.老人と地域・学校の交流(2の

3.介護施設・制度の充実(9)

4.酒・たばこの増税(9)

5.公民館活動(ボランティア活動の中核・ 9)

6.老人の学びの場(8)

6.お年寄りの楽しめる場づくり(8)

8.交通環境の充実(4)

8.自宅介護の制度化(4)

8.シルバー人材センターの増設(4)

8.募金・クーポン収集等による間接的参加(4)

12.住宅環境の整備(3)

12.りサイクル等による介護基金づくり(3)

12.独居老人宅の訪問・交流(3)

※()内は、提案した班の数

(35班中、複数回答可)
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以上のように、公民館等を中心にしたボランティア

や交流・助け合い社会(町づくりのシステム化)を提

案する班がほとんと'であった。そして、高齢者の生き

かいを大切に考えようとしているのである。また、最

後には自分たち中学生にもできることを考え、いろい

ろな提案を行っていた。

④友達や社会との関わりを大切にする

今回の学習の大きなねらいは、自分力斗士会の一員で

あることを自覚し、家庭・地域・国家・国際社会と

いった自分を取り巻く社会にどのように関わってぃく

か、社会の中で自己がどうあるべきかを追究していく

学習を進めていくことである。そのために、今まで述

べてきたような班での調査・発表会を実施したり、

「提案発表協議会」を開催したりもしたのである。さ

らには、自己目標や自己評価(自分への振り返り)

を取り入れたのである。また、この単元の導入と終末

に次のようなことを考えてみた。それは、「租税教室」

からの導入と行動化・実践化をめざして、「中学生

(自分自身)にできること」と称しての体験報告である。

①「租税教室」からの導入

6月25日の 5校時 a ・ 2 組)、 6校時(3・ 4 組)

と2クラス合同で1時間ずつ松江税務署の下野税務

広報官から話を伺ったのである。

写真「租税教室」

岩 田 靖

0高齢化までが増税に関係しているのには驚きま

した。島根県は、ものすごい高齢化だから、こ

の先どうなるのか不安になってしまいました。

それに、国も莫大な借金をしていることにびっ

くりしました。借金は早く返さないといけない

し、増税されるのはいやだし、なんとなく複雑

な気持ちになってしまいました。 ( S 男)

0国は、すごくたくさんの借金を持っていてたい

へんだなと分かって、消費税が高くなってもし

かたないかもしれないなと思いました。また、

高齢化社会の深刻さを改めて感じました。国も、

私たち国民のためにお金を使っているのだから、

税金をいやがってはいけないなと思いました。

(H女)

0税というのは大人たちの問題だと思っていたけ

ど、消費税を払ったり、学校生活でもこの税が

使われていることや将来のことを考えると学んで

よかったと思う。もう少し、自分に関わってい

るという意味で関心を持っていきたい。(M男)

゛

如学

嚇

-34-

税の学習をはじめてした生徒たちの感想は、次の通

りであった。
r

0税を身近に感じられるようになった気がしまし

た。「税」というと難しくて、嫌いというような

マイナスイメージを持っていました。また、消

費税が引き上げになったことに対しても怒りを

覚えていました。しかし、今日のお話で、税は

大切なんだなと感じました。 75兆というような

莫大な資金を集めるためには、酒・たばこなど

身近なものからも税をもらわないといけないと

いう必要性を感じさせられました。税というも

のは、私たちの将来、今の生活のためになくて

はならないものなんだなと感じました。(K女)

このように、普段はなかなか興味の持てない税の問題

を外部の専門家を招くことで、意欲的な学習へと変えて

いくことができたのではなかろうか。この学習で得た情

報・知識をもとに本単元が、展開されていくのである。

②体験報告「中学生(自分自身)にできること」

「高齢化社会と社会保障」の学習の締めくくりと

して、中学生である自分たちに何ができるのか、何を

しようとするのか、そして、何をしたかを見てみたいと

思う。「提案発表協議会」が終わり、最後に自分たち

(自分自身)にできることとして、一人ひとりが提案

した活動は次のようなことであった。

ゞ ^

^

^

公民館などでの交流会に参加する。

老人ホームへの訪問を行う。

お年寄りの方を講師として招く。

学校でのボランティア活動に参加する。

近所のお年寄りを訪ねたり、挨拶を交わす。

自分の祖父母を大切にする。電話をかける。

独居老人宅を訪問したり、手紙を送る。

ロータスクーポンなどを集めて役立ててもらう。

学校行事にお年寄りを招待する。

総合学習での福祉体験など学習の場を生かし

たり、自分の考えを持つように学んでいく。

夏休みゃ士曜休業日などを利用して、話し相

手になるなど活動する。

ボランティアセンターなどを活用する。

勢



資料5 授業プリント「幸せな老後を築くために」

社会における自己のあり方を追求する公民学習の工夫

異ヨ弐三】

1冨1ミ1,1玉1§蛋11区子1三
'・一織,,1・・・

②

以上の活動を提案することができたのであるが、実

際に活動したことをみてみると、ほとんどの生徒が自

分の祖父母への電話等であった。中には、公民館に出

かけた生徒もあったものの、せいぜい近所のお年寄り

に挨拶を交わすのが精一杯だったようである。調査学

習や1年生の総合学習での福祉体験,経験してはいる

ものの、自分の力で社会の中に飛び込んでいくという

ことは、生徒たちにとってはとても難しいことのようで

ある。体験やこの学習を終えての感想、には次のような

ものが見られた。
「ー

0こういう体験をしてみてお年寄りを知って、そ

して、自分の老後を想像し、自覚していくこと

が大事だと思った。そうすることによって、よ

りょい未来づくりを行っていけるような気がす

る。幸せな老後を築くために、たくさん社会と

接して勉強していくことが私たちにできること

( K女)である。

0いろいろと考えてみると、本当に簡単でかつ楽

しんだり喜んだりできることがたくさんあること

に気づいた。これからも進んでこういったこと

を探し、積極的になっていくことを心がけてい

(1男)きたい。

0大きな社会問題をもっと身近に感じて僕たち中

学生は、まだ何もできないなどと勝手に決めつ

枇嘘、、てお升ひ捻る
あ゛゛0を3ろ

¥局イ山1丹.＼÷乃0

<具邸的括動>

,ム民舘イ'の友jl〔会小"ド秀力0;る
<電/1ご理生>

畑,メ,祖母ず公K卓宕ゞ趣呼・1ハツ叡宇へ行イιUる
1,・τ"'ヲ肌1. t.ヨ.,・衡仁イラーマ,女子'τ弓ろ

亨摺^.(J助ノビ、 T、旦命゛、'.歎,祖'_イみ1.いプ寺"ば

けずに少しずつでも、小さなことでもいいから

できることからはじめることが大切なのである。

( S 男)

0 「中学生では何もできない」というのではなく、

将来国を引っぱていく者として、小さなことか

らコツコツとやっていかなくてはいけないと思う。

そして、誰かがどうにかしてくれるという考え

を捨て、自分自身からみんなが意識を高めてい

かなければいけないと思う。超高齢化社会に向

(S女)けて一人ひとりが考えていこう。

5,おわりに

高齢化の問題を扱う上での5つの視点をもとに、 4

つの指導の工夫を中心にこの実践を見てきたわけであ

る。そこで、今後に残された課題について少し整理し

ておくことにする。

まず、第1は、この実践をするためには、大きな単

元の再構成が必要になるということである。経済単元

の中での再構成をこれからも工夫していくことが大切

なことであろう。

第2には、自己目標と自己評価の一体化の中で、

自分自身のよさや相手のよさをどう認めていくのか、

そして、社会や友達との関わりをどのように築かせて

-35-

'ハτ

ノ"ノ

' k吊

/ 1 γ・ 輔
"

ゑ
聶

帳手

の
蓋
に

集編
修
に
し
て

「
ナ
、
ぢ
通
 
t

圧
に
な
る
。

亭
興
■
位
と
し
て
身
ウ
ン
の
生
徒
か
ら
は
、
「
私
に
で
は
区
の
方
か
ら
の
血
ま
し
の

ト
さ
れ
事

畦
手
矗
だ
コ
た
.
社
会
と
の
宅
)
、

祭
厩
月
発

が
ぢ
ょ
0
び
リ
M
い
て
、
勇
Ⅶ
.

テ
ィ
フ
慎
促

行
す
る
ポ
一
7

や
か
な
風
が
嬰
量
け
て
ぃ
っ
村
こ

、
任
閤
の
ぺ

友
鴫
が
増

の
メ
ニ
ユ
ー

た
'
じ
下
あ
る
・
:
中
毒
一
、
 
r
.

ほ
る
'
こ
の

五
+
玉
件
に

レ
み
」
と

:
:
ム
真
京
郵
中
央
χ

中
か
呈
ん

'
動
L
郭
加

う
た
黙
奥

せ
、
乳
て

区
の
晒
海
中
学
校
は
、
七
偲
廷
、
 
V

し
、
断
た
ノ

会
レ
や
、
自

る
◆
少
な

一
も
住
一
回

化
ぷ
呈
ど

、
お
内
面
の

孟
が
億

て
の
ピ
ル
に
特
別
蔓
垣
老
人
ホ
(
ば

'

を
り
ポ
ー
ト
一

ー
ム
と
伺
居
し
て
い
る
.
ホ
ー
て
ビ

毎
い
て
提
出

十
件
以
と
、

'
地
域
の
老

喜
組
み

ム
の
一
衛
に
は
偶
胃
優
も
島
 
1
 
、
、

る
.
揺
の
高
い
'
金
が
生
み
拘
^

血
を
手
伝
?

W

人
ホ
ー
ム
で

1
π

た
り
、
長

按
の
夏
鍛
り

上
"
動
吻
■

に
皇
加
喜

び
っ
子
の
呈

の
卓
係
や

の
あ
る
ポ

ン
の
釜
、

一
ラ
ン
テ
ィ
了

つ
と
広
が

'
、

価
が
、
ポ
ラ

学
樫
外
の
自

ン
テ
'
7
な

ー
、
き

"
ヰ
9

主
管
動
を
、

高
快
の
単
位

信
畢
毎
三
断
聞
【
長
野
〕
川
年
2
月
"
日
火
俊
日

命
重
ヤ
き
茎
奈
の
年
寄
'
4
艮
も
ウ
と

纂
七
毎
日
馨
、
一
、
し
を
塵
く
奎
.
葵
を
て

元
実
き
霊
勇
烹
.
モ
い
◆
金
益
蒼

ご
1
竪
本
遼
な

票
異
に
す
ゑ
詮

"
か
ー
.
重
員
の
価
号

塁
、
汽
て
.

て
こ
の
こ
盆
じ
て
い
委

人
中
の
将
わ
'
1

ご
す
人
々
に
対
、
舞
虐
な

'
プ
な
と
▲

砦
老
が
い
る
二
宅
心
隻

号
.
ち
ょ
0
寺
郊

も
し
れ
な
い
が
、
人
梱
■
寛

で
冥
習

●
域
を
超

・
卓
"
う
て
も
い
い
.
高
酬
化

壽
ヨ

一
者
の

社
会
へ
の
希
餌
で
毛
.

、
て
い

一
、
だ
わ

子
カ
ギ

ゞ

ノ ③

Z
 
/

ノ
ー

J
ノ

1
f.

り
モ
フ

り
「
,
昆
兆

炉
一
気
 
J
 
が
,

ノ

↓
.

1

{

ろ

大
山

二

ノ

"

ノJ

、
児
身
、
中
 
1
 
話

,
つ膳智丁克ち

る
.
工
夫
真
ぱ
生
き
告
人
土
、

生
は
ど
二
に
ー
だ
.
'
.

^
^
高
齢
化
社
会
へ
の
希
望

ん
だ
り
オ
言
本

1
一
、
ン
と
は
●
う
'
帥
金

爽
:
ス
ウ
エ
中
ノ
で

収
1
、
に
一
,
、
.
〕
て
羚
"
の
三

孝
ら
門
六
光
誤
.
」
挽 3-

W

人
尽
す
山

光
、
カ
ソ
曽

力

゛

了一
丁T

日
本
が
見
習
う
べ
き
は
北
欧

"
た
七
い
う
死

て
帰
二
、
く
る

は
物
3
に
人

一
一
も
写
奉
く

ろ
'
゛
一
そ
と
、

竃
典
を
食
.
人
』
、
が
墨
.

通
り
過
き
て
い
く
.
躬
た
ち

は
劃
に
偶
乙
と
、
嗹
初
の
一

修
工
L
た
り
、
圭
事
を
芋
一

2
、
り
と
、
姑
砺
忙
し
い

▲
夕
食
後
旨
分
の

雲
宮
ラ
プ
に
出
虫
た

り
、
余
麹
ミ
し
と
一
Σ
で

婁
一
サ
.
、
竒
が
帰
つ
な

7鬼仞ヒン

匝
御
一

Y

賣
新
聞

9
貞
ケ
凹

託
三
朗
れ

く

ワ
に
'
*
芳
り
気
妻

お
年
行
は
ニ
コ
一
三
師
に

な
る
.
美
性
だ
う
む
尾
お

さ
う
の
二
と
.
薪
ゴ
「
ル
ド

プ
ラ
ノ
を
こ
れ
か
サ
、
支
え

て
い
く
人
た
を
◆
乏
な

若
喜
し
て
い
妻
人

聞
へ
の
開
心
が
佳
い
一
、
と
に

烹
づ
く
.
仕
事
は
き
つ
い
.

食
事
や
響
つ
界
助
夜

"
や
休
甘
出
薪
主
.
中

で
矣
窒
と
暑
栓
、
お

卑
吾
の
善
を
t

筥
」
支
仕
亀
へ
宥

り
が
支
え
し
な
っ
て
い
る
.

橿
祉
の
鳳
委
盲
を
旦

竃
に
、
長
芳
怖
の
乏

壱
た
奘
=
震
凱
急

じ
室
年
熊
n
喬
祉

表
果
壷
岳
に
な
っ
凡

介
護
魯
卓
が
公
町
に
記
知

弐
た
こ
仁
影
客
し
て
い

る
だ
言
.
「
キ
、
デ
と
ケ

Z
と
い
、
髪
套
ぎ
く

訳
喜
怡
雫
芥
擬
た
.
盆

劃
岩
圭
世
突
,
キ
妄

①



いくのかということである。そのために、調査や発表

など体験の場を組み込んでいるわけであるが、その方

途をさぐるためにも、今後、実践の積み重ねが必要で

あろう。さらに、自己評価だけではなく、相互評価や

教師の評価をどのように結び付けていくかが大きな課

題と言えよう。

第3は、こうした実践をしながらも、最後の行動化

実践化について、「老人ホームの訪問などは、中学生

にもできるけど、学校単位でやらないと難しいので学

校からしたらいい。」(N女)というようになかなか社

会の中に飛び込めない部分があるというのである。こ

の壁をどのように乗り越えさせていくのか、また、社

会科に留まらず、特別活動や総合的学習との連携を

どう図っていくのかがこれからの課題として残った。

そして最後は、問題解決的な学習をいかに構想して

いくのかということである。また、「真の問題」づくり

をどのように行っていったらよいのかということが重要

な課題なのである。自分自身の問題をどうやったら見

つけさせることができるのか。今回は、「租税教室」を

導入として、財政の課題から高齢化の問題へと迫って

いったわけである。そして、わが国のめざすべきは、

「大きな国家」なのか「小さな国家」なのかを仮の問

題として調査・追究をはじめたのである。それが、調

査が終わり、他のグループの発表を聞き終わるころに

は、問題は「幸せな老後を築くためには」どうしてい

くことが必要なのか、自分たち中学生にできることは

何なのか、という真の自分自身の問題へと高まってい

くわけである。こうした、 2段構えの追究課題(問題)

がこれからは大切になっていくように考える。

今のところ、そのための教材の条件として次の3点

を考えている。

①社会や時代・地域のしくみゃ動きをとらえるこ

とができ、それに関わる人間の多様な見方や願い、

生きざまが見えてくる教材

②生徒一人一人の関心や視点に応じて、多角的な

追究や多様な表現が可能で、友達や社会との関わ

りを持つこと力河能な教材

③自分の生活についての見方・構え方について、考

える契機を与えること力河能な教材

社会に「生きる人間の姿」は、我々と社会との関

わりを具体的に示し、自己の生き方に大きな影響を与

えてくれる。.また、それを教材として追究することは、

生徒が疑問を持ったり、共感したりしゃすくなり、社

会や友達との関わりをもちながら、主体的な追究とと

もに自分自身への振り返り力河能となると考えている。

本縞を終えるにあたって、この学習を終えた生徒の

田 靖

感想を載せておくことにする。

1 「高齢化社会」と言われても、今まではあまり 1
ピンとこなかったけれど、学習していくうちに、

とても重要な問題だということに気が付いた。ま

た、そこからたくさんの問題が生まれており、と

ても考えさせられた学習だった。

はじめは、「大きな国家」がいいとか「小さな

国家」かいいとか考えていたけれど、大切なのは、

個人が考えなければいけないことと、国がしなけ

ればいけないこととをあきらかにしながら、両方が

バランスよく幸せな老後を築くために活動してい

かなければいけないということだと思、う。

そして、今の日本では、ボランティアをはじめ

とする、支え合うシステムづくりが立ち遅れてい

るように感じた。誰かがやるだろうというのではな

く、まず、中学生にもなる私たちから行動してい

くことが何より大切なことではなかろうか。

こうした学習が、これからも続けられ、一人で

も多くの中学片かこうした問題を知り、自ら調べ、

行動しようとすることを願っている。まずは、自

分ができることから始めたいと思、う。(K ・男)
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